
22115200＊児童・家庭福祉 

授業科目  ＊児童・家庭福祉 単位  2 

履      修  必修 関連資格 社会福祉士 保育士 ナンバリング WE21218J 

開講年次  2 開講時期 前期 該当ＤＰ  DP1-1 DP1-2 DP3-1 

担当教員  文屋  典子 

授業概要  

 日本と同様に少子化傾向にあった諸外国が少子化からの回復に成功した一方で、日本は少子化の進展、

出生数の減少に歯止めがかからない状況が続いています。全ての子どもが適切な環境の下でしあわせな成

長・発達を遂げられるよう、子どもの育ち、子育て家庭の生活、保護者の子育てを支えていく社会をいかに実

現するかは、私たちが直面している大きな課題です。 

 社会状況や子ども観、家庭のあり方が変化する中で、新たな課題が生じ、児童家庭福祉の法制度やサービ

スも新設、改正を繰り返してきました。どのような社会的背景のもと新たな法制度やサービスが何をめざして

きたのかを踏まえつつ、法制度やサービスの内容を解説するとともに、子ども家庭福祉における生活課題と

支援の実際、社会福祉士の役割について解説します。 

学生が達成すべき       

行動目標 

１ 児童が権利の主体であることを踏まえ、児童・家庭及び妊産婦の生活とそれを取り巻く社会環境について

理解する。 

２ 児童福祉の歴史と児童観の変遷や制度の発展過程について理解する。 

３ 児童や家庭福祉に係る法制度について理解する。 

４ 児童や家庭福祉領域における支援の仕組みと方法、社会福祉士の役割について理解する。 

５ 児童・家庭及び妊産婦の生活課題を踏まえて、適切な支援のあり方を理解する。 

達成度評価 

評価と評価割合／ 

評価方法 
試験 小テスト レポート 

発表(口

頭、プレ

ゼンテ

ーショ

ン） 

レポート

外の提

出物 

その他 合計 備考 

総合評価割合 80 0 0 0 0 20 100  

知識・理解 (DP1-1) 35     5 40  

知識・理解 (DP1-2) 35     5 40  

知識・理解 (DP1-3)         

知識・理解 (DP1-4)         

思考・判断 (DP2-1)         

思考・判断 (DP2-2)         

関心・意欲 (DP3-1) 10     10 20  

関心・意欲 (DP3-2)         

態度(DP4-1)         

態度(DP4-2)         

態度 (DP4-3)         

技能・表現 (DP5-1)         

技能・表現 (DP5-2)         

技能・表現 (DP5-3)         

具体的な達成の目安 

理想的レベル 標準的なレベル 

１．児童が権利の主体であることを踏まえ、児童・家庭及び妊産

婦の生活とそれを取り巻く社会環境について説明できる。 

２．児童福祉の歴史と児童観の変遷、制度の発展過程について

説明できる。 

３．児童や家庭福祉にかかる法制度について説明できる。 

４．児童や家庭福祉領域における支援のしくみと方法、社会福祉

士の役割について説明できる。 

５．児童・家庭及び妊産婦の生活課題を踏まえて、適切な支援の

あり方を説明できる。 

１．児童・家庭及び妊産婦の生活とそれを取り巻く社会環境に

ついて理解している。 

２．児童福祉の歴史と児童観の変遷や制度の発展過程につい

て理解している。 

３．児童や家庭福祉にかかる法制度について理解している。 

４．児童や家庭福祉領域における支援のしくみと方法、社会福

祉士の役割について理解している。 

５．児童・家庭への適切な支援のあり方を理解している。 
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授業計画 

進行 テーマ・講義内容 授業の運営方法 学習課題(予習・復習） 

予習・復

習時間

(分） 

1 

テーマ：オリエンテーション 

 少子化をはじめとする子どもと家庭を取り巻く社会的

状況、子ども家庭庁発足や児童福祉法改正をめぐる

最新の児童家庭福祉施策とその意義、社会福祉士に

期待される役割について解説する 

講義 授業内容についての復習  40 

2 

テーマ：子ども観の変遷と子どもの権利 

 子ども観・子どもの権利の変遷、児童の権利に関す

る条約、子どもと家庭の定義、家庭の意義、子どもの

権利と親権について解説する。 

講義 授業内容についての復習  40 

3 

テーマ：児童家庭福祉の歴史 

 欧米における救貧法から戦前期児童保護までの変

遷、日本の近代化の中での子どもと家庭問題と社会

事業史について解説する。 

講義 授業内容についての復習  40 

4 

テーマ：子ども家庭福祉の進展と社会の変遷 

 児童福祉法及び児童福祉六法成立の時代背景とし

て、戦後、高度経済成長期、少子化への変遷をとりあ

げ、社会の変化が子どもと家庭に及ぼす影響とエコロ

ジカルな視点について解説する 

講義 授業内容についての復習  40 

5 

テーマ：現代社会における子ども・家庭の状況と子ど

も家庭福祉施策 

 少子化の進行と社会・経済的状況の変化や子ども

の育ちと子育て環境の変化をとりあげ、少子化対策や

次世代育成支援、子ども子育て支援制度と関連する

法律について解説する。 

講義 授業内容についての復習  40 

6 

テーマ：子ども家庭福祉の法体系と計画的推進 

 子ども家庭福祉の法体系、実施体制と関係機関・専

門職の役割、子ども家庭福祉の計画的推進について

解説する。 

講義 授業内容についての復習  40 

7 

テーマ：社会的養護を取り巻く状況、支援と課題 

 社会的養護の概念と取り巻く状況、社会的養護の体

系、支援と課題について解説する。 

講義 授業内容についての復習  40 

8 

 テーマ：非行を取り巻く状況、支援と課題 

 非行と犯罪の定義、非行と子ども家庭福祉、非行を

取り巻く状況、非行への対応の仕組み、非行への支

援と課題について解説する。 

講義 授業内容についての復習  40 

9 

テーマ：児童虐待の現状 

 児童虐待の現状と関連法、児童虐待の要因と影

響、虐待対応のしくみ、支援と課題について解説す

る。 

講義 授業内容についての復習  40 

10 

テーマ：児童虐待への対応と支援の実際 

 虐待事例にもとづき、虐待の深刻度の見極めや対

応における優先順位、関係者との対応協議などにつ

いて学生自身の考察を踏まえながら解説を行う。 

講義 授業内容についての復習  40 

11 

テーマ：母子保健の現状と支援 

 母子保健の現状、母子保健関連施策の体系と推進

体制、妊娠・出産・子育てまでの切れ目のない包括支

援の構築と支援の実際について解説する。 

講義 授業内容についての復習  40 

12 

テーマ：障害のある子どもへの支援 

 障害のある子どもの現状、支援体系と関連法、支援

の実際について解説する 

講義 授業内容についての復習  40 
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13 

テーマ：ひとり親家庭と女性福祉にかかわる支援の実

際 

 ひとり親家庭の現状と生活ニーズ、女性福祉とは何

か、なぜ必要なのか、女性やひとり親家庭をとりまく困

難の現状と支援の実際について解説する。 

講義 授業内容についての復習  40 

14 

テーマ：若者の自立にかかわる支援の実際 

 困難を抱える若者たちの現状と自立をめざした支

援、教育との協働の実際について解説する。 

講義 授業内容についての復習  40 

15 

テーマ：当事者参画とアドボカシーにかかわる実践 

 子どもの声をきき、制度に反映させること、子ども自

身が人生の決定にかかわれるようサポートするアドボ

カシー実践と社会福祉士に求められる専門性につい

て解説する。 

講義 授業内容についての復習  40 

16     

17     

18     

19     

20     

21     

22     

23     

24     

25     

26     

27     

28     

29     

30     

 

理解に必要な予備

知識や技能 

新聞やニュース等で取り上げられる子どもや家庭に関連する話題を知っておきましょう。 

戦後の日本社会がどのような変化を遂げてきたかをイメージできることで、授業の内容を理解しやすくなると

思います。高校までの社会科で学んだ内容を復習しておきましょう。  

テキスト 

最新 社会福祉士養成講座３ 

『児童・家庭福祉』 日本ソーシャルワーク教育学校連盟 編集  中央法規 

参考図書・教材／

データベース・雑誌

等の紹介 

子ども家庭福祉の現状を把握するための統計資料を授業の中で取りあげます。出典となるデータベースを紹

介しますので、各自アクセスしてデータの詳細部分に目を通しましょう。 

参考図書は授業のテーマに応じて紹介します。 
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授業以外の学習     

方法・受講生への  

メッセージ 

2023年 4月から子ども家庭福祉施策の実施体系、法制度が大きく変わります。教科書の記載内容だけで足

りない情報は、配布資料や情報元の URLなどを掲示することで、最新の正しい内容を伝えていきます。復習

の際は情報の整理を行うように心がけましょう。また、ニュースや新聞等でも新しい制度について取り上げら

れる機会が増えますので、時事に関心を向けるようにしましょう。  

達成度評価に関す

るコメント/課題に

対するフィードバッ

クの方法 

定期試験の成績(80%)と「その他」（毎回の授業におけるコメントカードへの記入内容）(20%)により評価します。 

 


